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会長主題 「例会は出席第一」    
国 際 会 長 主 題  「より良い明日のために今日を築く」 Jennifer  Jones(オーストラリア) 

ア ジ ア 太 平 洋 地 域 会 長 主 題  「アクション！」                     田中 博之   （東京多摩みなみ） 

西 日 本 区 理 事 主 題  「風となれ、ひかりとなれ」          戸所 岩雄      (彦根シャトー) 

中 部 部 長 主 題  「輪を拡げ 明るく楽しく 元気よく ＹＭＣＡとともに」 

小林 滋記       (名古屋南山) 

名古屋東海クラブ標語  『限りなき熱情を奉仕に』  

 

--------------------今 月 の 聖 句-------------------- 

彼が刺し貫かれたのは わたしたちの背きのためであり 彼が打ち砕かれたのは わたしたちの咎

のためであった。彼の受けた懲らしめによってわたしたちに平和が与えられ 彼の受けた傷によっ

て、わたしたちはいやされた。                  （イザヤ書 53 章 5 節） 

----------------------------------------------------------                           

               強調月間 JWF 

４月例会等ご案内 

◎４月第１例会 

日程：4月 9日（木）18：45～ 

会場：ラスース ＡＮＮ ２Ｆ 

担当：山田英次君 

開会宣言・点鐘：山村喜久会長 

ワイズソング   

５つの信条：太田全哉君 

食前感謝：木村眞知子君 

－会   食－ 

卓話：『私の履歴書』 

     過去・現在・そして未来 

講師：原田和哉氏 

経営コンサルタント 

諸連絡 

  閉会宣言・点鐘：山村喜久会長 

◎４月第２例会 

日程：4月 16日（木）19：00～20：30 

  会場：名古屋ＹＭＣＡ 

◎５月第１例会 

  日時：5月 14日 (木)  18：45～ 

  場所：ラ・スース ＡＮＮ 

 

 ※４月の例会は新型コロナウィルスの 

状況により、中止される場合がある 

ことをご了解ください。 

 

※新型コロナウィルスが落着くまでは 

出席義務よりも、自分の体調を優先 

 して、無理な出席は自粛しましょう。 

 

東海ワイズ五つの信条 

一．自分を愛するように隣人を愛そう 

二．青少年のためにＹＭＣＡにつくそう   

三．世界的視野を持って国際親善を果たそう 

四．義務を果たしてこそ 権利が生じることを悟ろう 

五．会合には出席第一 社会には奉仕第一を旨としよう 

【出席率】 3 月末－在籍者 23 名 

（内功労会員 1 名・広義会員 2 名） 

出席者 0 名(内メイクアップ 0 名) 

出席率 0％ （3 月は例会中止）     

クラブ事務所 〒464-0848 名古屋市千種区春岡 1 丁目 2-7 電話 052-757-3331 FAX 052-757-3332 

【特別ファンド】 

3 月ファンド 0 円 合計 1,175,908 円 



 名古屋東海ワイズメンズクラブブリテン                         （2）

「3 月例会は中止」  

3 月第１例会 3 月 12 日（木）18：45～20：00 

 3 月例会は新型コロナウィルスの感染が増大し、 

特に愛知県の感染者の数が増え続けていたので、名 

古屋地区の各クラブともそれぞれ役員会を開き第 1 

例会の中止を決定した。東海クラブも役員会で第 1・ 

第 2 例会ともに中止することを決定した。 

 3 月例会の卓話の講師をお願いしていた原田和哉 

氏にはご迷惑をおかけする事になり、誠に申し訳な 

い次第である。 

 また、YMCA 関連の行事も中止、縮小され、１ケ 

月以上家に籠る生活を送ると、休校になった小学生 

の気持ちが理解できる。早く仲間の顔が見たい、声 

が聞きたい。４月例会が待ち遠しい。 

 

 名古屋 YMCA も主催団体の一つである東日本大 

震災犠牲者追悼式（３月 11 日）も中止となり、そ 

れぞれが追悼の思いを 14 時 46 分に黙祷した。 

 大震災から 9 年、まだまだ復興の途上にある東北 

地方のことは決して忘れてはならない。そして阪神 

淡路大地震（1995 年 1 月 17 日）のこと、伊勢湾台 

風（1959 年 9 月 26 日）のことも YMCA の会員に 

とって忘れられないことです。特に名古屋 YMCA 

の会員にとって伊勢湾台風は全国のYMCAの仲間、 

キリスト教団体の応援を得て救援活動を展開し、ボ 

ランティアの心をもつことができた、大きな出来事 

でした。60 年、実際に経験した会員はもう少なくな 

りましたが。阪神淡路大地震の時も今は亡き鬼頭孝 

一君や長井潤君などが、いち早く炊き出しなどに駆 

け付けたことを思いだしました、 

             （八木武志） 

ユース活動報告 （鈴木一弘） 

 東海クラブの皆さまからのユース活動資金を活 

用し、ワイズプログラムに出席しました。 

＊2 月 8 日（土）奈良クラブ例会（YMCA あきしの 

保育園） 卓話「子どもたちの居場所」 

     講師：澤田 勉氏（シカ食堂） 

同行者：大阪 YMCA 高校事業部 

        小林直樹教頭、大川寧々教諭 

 

 
「ご家庭で眠っている食べ物が誰かの役に立ちま 

す」との呼びかけに、ミリンと醤油瓶を携えて出席。 

オープンな子ども食堂を運営される澤田さんの話 

を聴きました。メン、ゲストが持ち寄った食材は、 

フードライブとして寄付されました。このような 

TOF 月の企画に感心をしました。 

＊2 月 22 日（土） 阪和部 YYY フォーラム（大阪

南 YMCA）「令和最初の YYY を学生 YMCA と共

に」 

同行者：学生 YMCA シニア、京都大学 YMCA 

    中央大学 YMCA、大阪 YMCA ナショナル

ハイスクール卒業生など 6 名 

 基調講演として、不肖私が「ワイズメンのための 

ユース理解」を、事例研究「学 Y に卒 Y がない理

由」を中島敬之さん（日本YMCA同盟学生部委員）、 

「中央大学 YMCA と八王子クラブの関係」を宮内 

蒼也さん（日本 YMCA 同盟学生インターン）がそ 

れぞれ担いました。活発な質疑応答もあり活気ある 

フォーラムとなりました。 

                                                 



名古屋東海ワイズメンズクラブブリテン                            (3) 

第６４回名古屋 YMCA＆第５０回ロータリ

ー杯争奪市内中学生バスケットボール大会 

 表記の大会の第 1 回役員会が 2 月 28 日（金）に

開催され、大会の実施内容が決定しました。 

今年の大会は７月２９日（水）に名古屋市体育館

で開会式を行い、８月１0 日（月）守山スポーツセ

ンターでの閉会式の予定で開催されます。 

 夏の暑い時期ですが中学生が繰り広げる熱戦を

是非とも観戦して頂けるとありがたいと思います。 

詳しい日程は、 

男子 1 回戦：7 月 29 日（水）名古屋市体育館 

      7 月 31 日（金） 〃・名東 SC 

男子 2・3 回戦：8 月 3 日（月）露橋 SC・北 SC 

             枇杷島 SC・守山 SC 

男子 4・5 回戦：8 月 6 日（木）稲永 SC 

女子 1 回戦：7 月 30 日（木）名古屋市体育館・ 

             露橋 SC・枇杷島 SC 

             守山 SC 

女子 2・3 回戦：8 月 1 日（土）中川学校体育C 

女子 2・3 回戦：8 月 2 日（日）北 SC・天白学校体 

 育センター 

女子 2・3 回戦：8 月 4 日（火）名古屋市体育館・ 

            中川学校体育センター 

女子 4・5 回戦：8 月 6 日（木）名東 SC 

男子・女子準決・決勝：8 月 10 日（月）守山 SC 

 

リーダー感謝会 3月 22日（日） 

 YMCA の諸活動に奉仕してくれた学生リーダー

が学生生活を終え、社会人として旅立ちました。今

までの奉仕に感謝の気持ちを表し、今後もYMCAの

活動に連なってくれることを願って、感謝の会が開

催されましたが新型コロナウィルス感染拡大のた

め規模を縮小しリーダーと OBOG とスタッフのみ

で、ワイズの皆さんの多くは参加を遠慮することに

なりました。中村総主事から、激励と感謝状が贈 

られ、8 名のリーダーは活動の思い出や後輩リーダ 

 

 

 

 
―達への思い、感謝の言葉を述べ

ました。 

名古屋東海クラブ次期（2020～21）役員 

 太田次期会長から次期クラブ役員が指名されま

した。皆さん宜しくお願いします。 

会   長：太田全哉 

副 会 長：山田英次・真鍋孔透 

書   記：松本 勝・神谷正博 

会計（一般）：浅野猛雄・中江正典 

会計（特別）：橋爪良和・木村眞知子 

直 前 会 長：山村喜久（会計監査） 

連 絡 主 事：・・・・（未定） 

メール委員：長谷川和宏 

メネット連絡員：浅野猛雄 

YMCA サービス・ユース：柴田洋治郎・大島孝三郎・ 

            八木武志 

地域奉仕・環境：山村喜久・鈴木孝幸・長谷川和宏 

E M C:：鷲尾文夫・服部敏久 

国際・交流：橋爪良和・池野輝昭・遠藤彰一 

ブリテン・広報：松本 勝・八木武志・長谷川和宏 

        浅野猛雄 

西日本区 JWF 管理委員：橋爪良和 

中部地域奉仕・環境主査：山村喜久 
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    名古屋東海リレー投稿 －9－ 

「私が YMCA に捉えられたひと言」 

八木武志 

 高校生になった 1955 年、社会人になっていた兄 

が高校では「英語」が大事だからと、自分が通って 

いた YMCA 英語学校を勧めてくれた。近所の同級 

生の永井輝邦君とともに入学の手続きに訪れた。 

 主事の駒木根さんが面接をして、中学の教科書の 

ページを開き、読んでみてといわれ、結果は「君は 

英語ができないね」と言われショックだった。中学 

では考えてみれば、当時は他教科の先生が英語の授 

業をしていたこともあってレベルが低かったのも 

やむを得ないことだった。ともかく予科上級のク 

ラスに決まり、4 月から英語学校に通った。先生で 

覚えているのは後藤繁先生（伊勢山中学の校長？） 

で中学程度の英語の授業を受けた。夏が近づくと 

教室（102 教室）の窓の外にできたばかりの体育館 

の地下のロッカールームからあがってくる通路の 

窓も開放されバスケやバドミントンなどの運動す 

る人たちの姿がみられた。英語のほうはとんと進歩 

がみられず、9 月からの進級をどうしようかと考え 

ているとき永井君が YMCA にはもっと楽しそうな 

所があるから覗いてみようと誘われて、本館の地下 

の少年部のロビーを訪れた。中学生から高校生まで 

の少年が楽しそうに卓球をやったり、ゲームをした 

りしていて、主事の木本さんがいろいろ話をして 

くれ、永井君と「もう英語はやめた」、」少年部に入 

ろうと決めた。 

 10 月に入って二度目の少年部を訪れた時、木本さ 

んが「おう！八木君よく来たね」と握手をし肩を叩 

いて歓迎してくれました。 

 二度目の訪問で名前を呼ばれ、心からの歓迎に 

すっかり心を奪われ、それ以来 65 年 YMCA に入り 

浸っている私です。 

 YMCA の持つ人と人との繋がり、心からのホスピ 

タリティーこそ私がいつまでも YMCA の会員であ 

りたいと思う。このひと言が私を捉えたのです。 

            

４月のワイズ第１例会他諸活動について 

既に市中で、新型コロナウィルスの感染が広が 

っており、私たちの身の回りでも十分すぎるほど 

の警戒、予防対策が必要となっています。 

ご承知の通り、３月第１例会、第２例会や「春のチ 

ヤリティ―ウォーク」も止むなく中止となりました。 

４月のワイズメンズクラブの諸行事、活動もどのよ 

うになるか今の所、何とも言えません。 

ワイズの皆さんには、ぜひこの際、名古屋ＹＭＣＡ 

のホームぺージを及びワイズメンズクラブ中部の 

ホームページを、開き、ご確認をいただければと思 

います。 

 

クラブ会費納入のお願い 

一般会計 浅野 猛雄 

ワイズの年度末が近づいてきました、会費が未納 

と思われる方は、5 月第二例会までにはお支払い 

頂きますようお願い致します。つきましては 4 月 

第一例会当日朝に通帳記入をし、未納分の有る方 

は会費の請求書をお送り致しますので、ご承知お 

き下さい。 

 また、クラブのためにお立て替え頂いている方 

がございましたら領収書等を添付し会計までご請

求頂きますようお願い致します 

切手の購入者募集 

ブリテン委員会 

昨年の６月までは名古屋東海クラブでは、ブリテン

を毎月初めに、クラブメンバー及び中部役員など関

係者に郵送にてお届けしてきましたが、近時の情報

通信環境の変化に鑑み、昨年７月号からはメールに

より電子データ送信に切り替えさせていただきま

した。皆さまのご理解ご協力によって情報伝達の確

実性、経済性、速報性等で有効性を示しています。

これに伴い、ブリテン郵送用に八木ワイズから寄付

頂いた多額な切手やクラブの皆さまから寄付頂い

た年賀はがき切手シートがクラブ内で眠ってしま

う状態となりました。そこで、これらの切手を更に

有効に活用するために、皆様に切手をまとめてお買

い上げ頂き、クラブファンドに回すことを決議しま

し。 

現在保有する切手は、３円、10 円、20 円、40 円、

50 円、60 円、80 円、90 円など 10 種類、総額 6 万

5 千円余りです。買い上げいただける購入者を募集

いたします。領収証も発行いたします。4 月例会に

てお申し出ください。 

 

                                                 


